琉球円覚寺と安国寺の創建について by 知名 定寛
琉
球
円
覚
寺
と
安
国
寺
の
創
建
に
つ
い
て
知
名
定
寛
一
、
は
じ
め
に
尚
真
王
の
治
績
を
一
一
項
目
に
わ
た
っ
て
頌
徳
し
た
百
浦
添
之
欄
干
之
銘
（
一
五
九
年
建
立
）
に
は
、
尚
真
王
が
実
行
し
た
重
要
政
策
で
あ
る
諸
按
司
の
首
里
集
居
と
神
女
組
織
の
確
立
の
こ
と
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
諸
按
司
の
首
里
集
居
政
策
は
一
朝
一
夕
に
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
尚
真
王
時
代
を
通
し
て
徐
々
に
進
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
１
）。
こ
れ
に
対
し
て
神
女
組
織
の
確
立
の
場
合
、
頂
点
に
君
臨
す
る
聞
得
大
君
職
が
一
五
一
年
に
は
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
玉
御
殿
の
碑
文
か
ら
確
認
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百
浦
添
之
欄
干
之
銘
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
先
行
研
究
は
何
ら
論
及
し
て
い
な
い
。
聞
得
大
君
職
を
設
置
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
按
司
の
精
神
的
支
柱
で
あ
っ
た
ノ
ロ
を
直
ち
に
政
治
機
構
の
中
に
組
織
化
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
、
諸
按
司
の
首
里
集
居
と
同
じ
よ
う
に
、
神
女
の
組
織
化
も
徐
々
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
、
神
女
組
織
の
確
立
は
、
実
は
、
当
時
の
為
政
者
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
重
要
な
政
策
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
各
地
の
ノ
ロ
を
聞
得
大
君
の
下
に
組
織
化
し
、
国
王
の
任
命
に
よ
る
統
制
下
に
置
い
た
こ
と
は
、
按
司
と
ノ
ロ
と
の
宗
教
的
依
存
関
係
を
遮
断
し
て
ノ
ロ
の
宗
教
的
霊
力
を
国
王
に
集
中
し
、
ノ
ロ
の
司
祭
す
る
地
域
住
民
の
一
元
的
支
配
を
貫
徹
す
る
う
え
で
効
果
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
中
央
集
権
国
家
樹
立
の
た
め
に
尚
真
王
が
実
施
し
た
宗
教
政
策
の
ひ
と
つ
、
す
な
わ
ち
民
族
宗
教
政
策
で
あ
る
（
２
）。
こ
の
民
族
宗
教
政
策
と
両
輪
を
な
す
も
う
ひ
と
つ
の
宗
教
政
策
が
百
浦
添
之
欄
干
之
銘
に
は
記
録
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
一
項
目
の
冒
頭
に
刻
ま
れ
た
仏
教
興
隆
が
そ
れ
で
、
造
寺
造
仏
を
盛
ん
に
し
て
国
王
自
ら
仏
教
に
帰
依
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
も
ち
ろ
ん
銘
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
伊
波
普
猷
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
血
液
を
異
に
し
、
神
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
の
異
民
族
を
統
一
す
る
上
に
必
要
な
問
題
（
３
）
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
王
家
の
菩
提
寺
を
建
立
し
て
国
王
自
ら
仏
教
に
帰
依
し
、
首
里
に
居
住
し
だ
し
た
諸
按
司
に
も
仏
教
信
仰
を
奨
励
し
て
精
神
的
統
一
を
図
ろ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
百
浦
添
之
欄
干
之
銘
一
一
項
目
の
冒
頭
記
事
は
、諸
按
司
の
首
里
集
居
政
策
と
密
接
に
連
関
す
る
仏
教
政
策
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
（
４
）。
そ
の
具
形
化
が
円
覚
寺
の
建
立
で
、
仏
教
政
策
の
象
徴
的
施
設
だ
け
に
、
七
堂
伽
藍
を
具
備
し
た
本
格
的
な
寺
院
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
当
時
の
寺
院
建
築
技
術
の
粋
が
集
約
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
一
五
三
四
年
尚
清
王
の
冊
封
正
使
と
し
て
来
琉
し
た
陳
侃
が
、
天
界
寺
が
あ
り
、
円
覚
寺
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
最
も
大
き
い
寺
で
、
そ
の
他
の
小
さ
い
寺
は
記
す
い
と
ま
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
寺
の
山
門
と
殿
宇
は
、
広
大
に
し
て
壮
麗
で
あ
り
、
王
宮
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
。
正
殿
（
仏
殿
）
は
五
間
で
、
仏
像
一
座
が
ま
つ
っ
て
あ
る
。
左
右
に
は
、
経
典
が
数
千
巻
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
琉
球
の
人
々
は
、
仏
を
あ
が
め
て
い
る
の
で
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
あ
る
（
５
）
と
い
う
よ
う
に
、
天
界
寺
と
と
も
に
称
讃
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
円
覚
寺
の
建
立
期
間
に
つ
い
て
琉
球
国
由
来
記
（
一
七
一
三
年
編
集
）
は
経
二
始
于
弘
治
五
壬
子
一
、
告
二
成
于
同
甲
寅
一
矣（６
）
と
伝
え
、
中
山
世
譜
（
一
七
四
五
年
編
集
）
は
五
年
壬
子
。
王
命
二
輔
臣
一
。
創
二
建
円
覚
寺
一
。（
三
年
而
成
）（７
）
と
記
し
て
い
る
。
一
四
九
二
年
に
着
工
し
て
一
四
九
四
年
に
完
成
す
る
ま
で
、
三
年
間
を
費
や
し
た
と
い
う
。
広
大
壮
麗
に
し
て
王
宮
に
次
ぐ
規
模
を
誇
っ
た
建
築
物
に
し
て
は
、
そ
の
建
立
期
間
は
い
さ
さ
か
短
か
す
ぎ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。
こ
の
円
覚
寺
建
立
期
間
に
つ
い
て
、
真
喜
志
瑤
子
琉
球
極
楽
寺
と
円
覚
寺
の
建
立
に
つ
い
て
本
土
と
の
交
流
の
二
つ
の
か
た
ち（
８
）（
一
九
八
七
年
）
は
、
実
際
は
一
七
ヶ
年
以
上
を
費
や
し
て
建
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
李
朝
実
録
の
琉
球
関
係
記
事
を
入
念
に
検
討
し
た
上
で
、
円
覚
寺
建
立
は
成
化
一
三
（
一
四
七
七
）
年
以
前
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
て
、
一
応
の
完
成
を
み
た
の
が
琉
球
国
由
来
記
に
伝
え
る
弘
治
七
（
一
四
九
四
）
年
で
、
し
た
が
っ
て
、
円
覚
寺
は
一
七
ヶ
年
以
上
を
費
や
し
て
建
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
極
め
て
大
胆
な
問
題
提
起
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
真
喜
志
氏
の
推
定
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
円
覚
寺
は
父
尚
円
王
の
時
に
建
立
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
当
然
、
先
述
し
た
尚
真
王
の
仏
教
政
策
も
再
検
討
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
真
喜
志
氏
の
見
解
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
早
や
一
五
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
形
跡
は
、
ご
く
一
部
の
反
応
（
９
）を
除
い
て
は
、
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
見
受
け
ら
れ
な
い
。
円
覚
寺
に
関
す
る
最
新
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
旧
円
覚
寺
美
術
工
芸
関
係
資
料
調
査
報
告
書（
）
（
二
年
三
月
発
行
）
で
は
、
右
の
真
喜
志
論
文
は
五
円
覚
寺
関
連
主
要
参
考
文
献
等
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
大
胆
な
仮
説
と
は
云
え
、
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
以
上
、
何
ら
か
の
形
で
コ
メ
ン
ト
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
は
言
う
も
の
の
、
筆
者
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で
真
喜
志
氏
の
問
題
提
起
に
対
し
て
検
討
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
円
覚
寺
の
建
立
開
始
時
期
と
期
間
に
つ
い
て
は
、
尚
真
王
の
仏
教
政
策
を
論
じ
る
上
で
回
避
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
つ
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
は
、
真
喜
志
氏
の
円
覚
寺
建
立
十
七
ヶ
年
以
上
説
を
真
正
面
か
ら
吟
味
し
、
円
覚
寺
建
立
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
二
、
円
覚
寺
建
立
十
七
ヶ
年
以
上
説
円
覚
寺
は
一
七
ヶ
年
以
上
を
費
や
し
て
建
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
真
喜
志
氏
の
問
題
提
起
は
、
李
朝
実
録
の
琉
球
関
係
記
事
を
根
拠
と
し
て
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
李
朝
実
録
に
登
場
す
る
尚
徳
王
や
尚
円
王
の
名
前
で
の
派
遣
使
者
が
、
従
来
、
偽
使
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
偽
使
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
う
べ
き
で
な
く
、
琉
球
の
歴
史
と
密
接
に
関
わ
り
を
持
つ
人
物
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
立
脚
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
尚
徳
王
の
使
者
と
し
て
登
場
す
る
僧
自
端
西
堂
・
信
重
・
内
原
里
主
、
あ
る
い
は
尚
円
王
の
使
者
と
し
て
登
場
す
る
新
四
郎
・
耶
次
郎
ら
は
、
琉
球
国
王
の
依
託
を
受
け
た
正
式
な
使
者
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
彼
ら
琉
球
使
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
偽
使
と
見
る
説
と
琉
球
国
王
の
正
式
な
依
託
を
受
け
た
使
者
と
見
る
説
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
実
際
に
は
尚
円
王
の
治
世
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
使
者
が
も
た
ら
し
た
書
契
の
国
王
名
が
尚
徳
王
に
、
ま
た
尚
真
王
の
治
世
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
尚
円
王
名
の
書
契
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
一
五
年
に
派
遣
さ
れ
た
尚
真
王
の
使
者
梁
広
・
梁
椿
が
昔
、
我
が
国
人
、
此
に
来
り
、
後
四
十
年
に
し
て
我
も
亦
た
此
に
来
る
の
み
（
）
と
語
っ
て
い
る
こ
と
が
、
偽
使
説
の
有
力
な
根
拠
に
な
っ
て
い
る
（
）。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
琉
球
国
王
の
名
前
の
違
い
は
割
符
制
度
上
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
尚
真
王
の
使
者
梁
広
・
梁
椿
が
語
っ
た
内
容
は
、
あ
く
ま
で
琉
球
人
そ
の
も
の
の
朝
鮮
国
訪
問
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
自
端
西
堂
や
新
四
郎
ら
は
日
本
人
で
は
あ
る
が
、
琉
球
国
王
の
依
託
を
受
け
た
正
式
使
者
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
（
）、
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
稿
の
主
旨
は
、
当
然
、
後
者
の
見
解
に
同
意
す
る
こ
と
が
大
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
真
喜
志
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
使
者
が
も
た
ら
し
た
琉
球
国
王
の
書
契
は
内
容
的
に
脈
絡
が
一
貫
し
て
い
る
し
、
ま
た
結
果
論
に
な
る
が
、
以
降
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
記
事
内
容
と
琉
球
の
仏
教
史
事
情
と
の
整
合
性
が
強
く
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
円
覚
寺
建
立
十
七
ヶ
年
以
上
と
い
う
真
喜
志
氏
の
問
題
提
起
は
、
次
の
史
料
の
解
釈
か
ら
始
ま
る
。
琉
球
国
王
尚
徳
、
内
原
里
主
等
を
遣
わ
し
て
来
聘
す
。
其
の
書
に
曰
く
（
前
略
）
且
つ
告
ぐ
、
爾
た
る
陋
邦
、
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
を
創
建
し
、
以
て
先
皇
の
冥
福
を
資
助
し
、
兼
ね
て
聖
躬
の
万
安
を
保
祐
せ
ん
と
し
、
仍
っ
て
寺
号
を
殿
下
に
奉
請
せ
し
に
、
特
に
明
信
の
宸
奎
を
賜
い
、
之
を
間
に
掲
げ
た
り
。
字
義
炳
然
と
し
て
側
陋
の
光
華
、
以
て
加
う
る
蔑
し
。
然
り
と
雖
も
、
雲
堂
、
庫
司
、
并
び
に
法
堂
・
方
丈
、
未
だ
全
く
は
備
え
尽
さ
ず
。
蓋
し
費
用
浩
繁
な
る
を
以
て
な
り
。
是
に
於
て
慙
汗
少
な
か
ら
ず
と
雖
も
、
大
国
に
募
り
、
以
て
我
が
願
力
を
成
就
せ
ん
と
欲
す
。
切
に
望
む
ら
く
は
、
銅
銭
・
綿
紬
・
木
綿
一
万
の
分
を
頒
か
た
ん
こ
と
を
。
然
ら
ば
則
ち
工
を
訖
る
の
全
き
こ
と
、
日
を
刻
し
て
観
る
可
け
ん
。
凡
そ
教
え
を
設
く
る
こ
と
多
岐
な
る
も
善
を
す
は
一
軌
、
之
を
金
仙
氏
の
道
に
ら
ば
、
自
覚
は
他
を
覚
ら
せ
、
覚
行
は
円
満
な
り
。
殿
下
常
制
に
拘
ら
ず
し
て
其
の
施
を
嗇
ま
ざ
れ
ば
、
則
ち
此
土
と
他
土
は
歩
を
隔
て
ざ
ら
ん
。
咸
是
れ
大
王
の
大
円
覚
海
に
し
て
、
味
を
同
一
に
す
る
者
な
り
（
）。
右
は
、
李
朝
実
録
成
宗
八
（
一
四
七
七
）
年
六
月
六
日
の
記
事
で
、
こ
の
日
、
尚
徳
王
（
実
際
は
尚
円
王
）
の
使
者
と
し
て
内
原
里
主
ら
が
来
聘
し
、
尚
徳
王
名
の
書
契
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
そ
の
書
契
の
内
容
は
、
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
を
創
建
し
て
、
先
に
そ
の
寺
号
を
朝
鮮
国
王
に
願
っ
た
と
こ
ろ
、
明
信
の
宸
奎
を
賜
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
間
に
掲
げ
た
が
、
費
用
不
十
分
の
た
め
雲
堂
・
庫
司
・
法
堂
・
方
丈
な
ど
が
未
だ
建
設
に
至
ら
ず
、
朝
鮮
国
に
助
力
を
願
い
た
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
真
喜
志
氏
は
、
右
の
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
と
い
う
の
は
円
覚
寺
の
こ
と
で
、
朝
鮮
国
か
ら
賜
っ
た
明
信
の
宸
奎
に
は
お
そ
ら
く
円
覚
寺
と
い
う
寺
号
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
史
料
の
後
半
部
分
の
、
之
を
金
仙
氏
の
道
に
ら
ば
、
自
覚
は
他
を
覚
ら
せ
、
覚
行
は
円
満
な
り
。
殿
下
常
制
に
拘
ら
ず
し
て
其
の
施
を
嗇
ま
ざ
れ
ば
、
則
ち
此
土
と
他
土
は
歩
を
隔
て
ざ
ら
ん
。
咸
是
れ
大
王
の
大
円
覚
海
に
し
て
、
味
を
同
一
に
す
る
者
な
り
に
つ
い
て
、
円
覚
の
二
字
を
多
用
し
て
一
寺
が
円
覚
寺
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
と
と
も
に
、
仏
教
の
世
界
で
の
、
朝
鮮
と
の
一
体
感
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
円
覚
寺
と
い
う
寺
号
名
が
記
さ
れ
た
と
推
測
す
る
明
信
の
宸
奎
に
つ
い
て
は
、
右
の
史
料
を
遡
る
六
年
前
の
李
朝
実
録
成
宗
二
（
一
四
七
一
）
年
一
一
月
二
日
の
記
事
に
、
琉
球
国
王
尚
徳
、
僧
自
端
西
堂
等
を
遣
わ
し
て
来
聘
す
。
其
の
書
契
に
曰
く
尚
徳
、
誠
惶
誠
恐
、
頓
首
し
て
書
を
朝
鮮
国
王
殿
下
に
奉
る
。
先
王
晏
駕
の
弔
礼
に
使
僧
自
端
西
堂
を
差
遣
し
、
梵
妙
兜
楼
せ
し
め
、
仰
い
で
区
区
の
志
の
万
一
を
べ
て
云
わ
く
。
且
つ
か
に
聞
く
に
、
登
霞
の
刻
、
仏
身
応
に
現
わ
れ
て
、
諸
天
、
華
を
雨
ふ
ら
す
べ
し
。
寔
に
是
れ
観
自
在
薩
、
自
ら
法
楽
を
愛
用
す
る
な
り
。
輿
情
の
仰
ぐ
所
な
り
。
尚
徳
の
乃
翁
も
亦
た
、
成
化
五
年
八
月
十
八
日
薨
ず
。
亦
た
先
王
の
龍
髯
に
攀
す
る
に
匪
ず
や
。
且
つ
乃
翁
遺
言
し
て
云
わ
く
、
貴
国
に
好
を
通
ず
れ
ば
則
ち
貞
吉
に
終
始
す
、
と
。
此
の
言
、
終
身
心
に
銘
じ
て
敢
て
忘
れ
ず
。
故
に
敝
邑
、
多
虞
な
り
と
雖
も
一
寺
を
建
立
し
、
望
む
ら
く
は
陵
に
献
じ
亦
た
蒭
の
衆
を
し
て
勤
行
せ
し
む
る
に
充
て
ん
。
か
に
希
う
に
、
先
王
の
絵
像
曁
び
尊
号
、
并
び
に
精
舎
の
宸
翰
の
額
を
賜
わ
ら
ば
、
則
ち
謂
う
所
の
我
が
願
い
は
既
に
満
ち
、
衆
望
も
亦
た
足
な
り
。
青
雨
滌
、
伏
し
て
鴻
慈
を
惟
う
。
特
に
鑑
察
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
。
不
備
（
）。
と
い
う
よ
う
に
、
尚
徳
王
（
実
際
は
尚
円
王
）
が
僧
自
端
西
堂
ら
を
朝
鮮
国
へ
派
遣
し
た
時
に
精
舎
の
宸
翰
の
額
を
求
請
し
た
の
が
そ
れ
に
相
当
し
、
し
た
が
っ
て
、
円
覚
寺
は
世
祖
王
が
世
祖
一
一
年
頃
に
完
成
さ
せ
た
と
伝
え
る
朝
鮮
の
円
覚
寺
に
ち
な
ん
で
、
寺
号
が
つ
け
ら
れ
建
立
さ
れ
た
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
推
定
し
て
、
琉
球
円
覚
寺
は
成
宗
八
（
一
四
七
七
）
年
以
前
か
ら
建
立
が
開
始
さ
れ
、
一
四
九
四
年
に
完
成
し
た
と
い
う
琉
球
国
由
来
記
や
中
山
世
譜
の
記
述
は
信
頼
出
来
る
の
で
、
結
局
、
円
覚
寺
は
一
七
カ
年
以
上
を
費
や
し
て
完
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
成
宗
二
（
一
四
七
一
）
年
一
二
月
一
三
日
の
記
事
に
、
琉
球
国
王
の
使
僧
自
端
西
堂
等
辞
す
。
其
の
答
書
に
曰
く
（
全
略
）
又
、
書
に
曰
く
（
前
略
）
王
、
又
先
志
を
墜
さ
ず
、
特
に
精
舎
を
建
て
、
仍
お
我
が
先
王
の
絵
像
并
び
に
寺
額
を
求
め
ん
と
す
。
王
の
厚
意
、
何
に
喩
を
云
う
可
き
や
。
但
だ
先
宇
の
遺
像
の
遠
く
鯨
皮
を
渉
る
は
情
と
し
て
忍
び
ざ
る
所
に
し
て
、
茲
に
故
に
未
だ
盛
意
に
副
わ
ず
。
但
だ
、
扁
額
、
内
典
、
法
器
、
土
物
を
将
て
小
し
く
哀
悃
を
伸
ぶ
。
伏
し
て
惟
う
に
俯
亮
せ
よ
。
別
幅
。
白
細
綿
布
一
十
匹
・
白
細
芋
布
一
十
匹
・
黒
細
麻
布
一
十
匹
・
虎
皮
豹
皮
各
二
張
・
雑
彩
花
席
六
張
・
大
蔵
経
一
部
・
雲
板
一
事
・
中
鼓
一
面
・
大
磬
一
事
・
中
鐃
一
事
（
）
と
あ
っ
て
、
自
端
西
堂
ら
が
朝
鮮
国
を
辞
す
時
、
朝
鮮
国
王
は
扁
額
（
明
信
の
宸
奎
）
・
大
蔵
経
一
部
な
ど
と
と
も
に
雲
板
一
事
を
琉
球
国
王
に
進
呈
し
て
い
る
が
、
こ
の
雲
版
こ
そ
が
琉
球
国
由
来
記
に
い
う
天
順
元
丁
丑
八
月
鋳
レ
之
（
）
（
一
四
五
七
年
）
銘
の
雲
飯
で
は
な
い
か
、
と
も
い
う
の
で
あ
る
。
以
上
が
、
円
覚
寺
の
建
立
期
間
を
一
七
ヶ
年
以
上
と
推
測
す
る
真
喜
志
説
の
概
要
で
あ
る
。
要
点
を
今
一
度
整
理
す
る
な
ら
ば
、
成
宗
二
（
一
四
七
一
）
年
尚
徳
王
（
実
際
は
尚
円
王
）
は
自
端
西
堂
ら
を
朝
鮮
国
に
派
遣
し
て
、
一
寺
を
建
立
す
る
た
め
精
舎
の
宸
翰
の
額
を
求
請
し
、
そ
れ
は
自
端
西
堂
ら
が
辞
す
時
、
大
蔵
経
一
部
・
雲
板
一
事
と
と
も
に
進
呈
さ
れ
た
。
六
年
後
の
一
四
七
七
年
、
内
原
里
主
ら
が
朝
鮮
国
に
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
（
実
際
は
尚
円
王
）
書
契
に
は
、
先
に
寺
号
を
求
請
し
て
賜
っ
た
明
信
の
宸
奎
を
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
の
間
に
掲
げ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
後
半
部
分
は
、
明
信
の
宸
奎
に
記
さ
れ
た
寺
号
が
円
覚
寺
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
文
章
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
自
端
西
堂
ら
が
辞
す
時
、
明
信
の
宸
奎
と
と
も
に
進
呈
さ
れ
た
雲
版
と
い
う
の
は
琉
球
国
由
来
記
に
記
さ
れ
た
雲
飯
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
円
覚
寺
と
い
う
寺
号
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
う
文
章
と
、
琉
球
国
由
来
記
に
記
さ
れ
た
雲
飯
が
最
も
重
要
な
根
拠
に
な
っ
て
い
る
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
三
、
寺
号
円
覚
寺
の
検
討
一
四
七
一
年
僧
自
端
西
堂
が
朝
鮮
国
に
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
名
の
書
契
に
一
寺
と
記
さ
れ
、
六
年
後
の
一
四
七
七
年
内
原
里
主
が
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
名
の
書
契
に
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
と
記
さ
れ
た
寺
院
は
、
そ
の
寺
号
を
琉
球
国
側
が
朝
鮮
国
側
に
求
請
し
、
そ
の
結
果
、
寺
号
を
記
し
た
扁
額
す
な
わ
ち
明
信
の
宸
奎
が
琉
球
国
に
進
呈
さ
れ
た
。
真
喜
志
氏
は
、
世
祖
王
が
世
祖
一
一
年
頃
に
完
成
さ
せ
た
と
伝
え
る
朝
鮮
の
円
覚
寺
に
ち
な
ん
で
、
寺
号
が
つ
け
ら
れ
建
立
さ
れ
た
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
推
定
し
、
そ
の
扁
額
に
は
円
覚
寺
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
内
原
里
主
が
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
名
書
契
の
後
半
部
分
の
文
章
が
円
覚
の
二
字
を
多
用
し
て
一
寺
が
円
覚
寺
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
と
と
も
に
、
仏
教
の
世
界
で
の
、
朝
鮮
と
の
一
体
感
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
文
章
は
、
漢
文
表
記
で
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
之
金
仙
氏
之
道
、
自
覚
覚
他
、
覚
行
円
満
也
、
殿
下
不
拘
常
制
、
不
嗇
其
施
、
則
此
土
他
土
、
不
隔
歩
、
咸
是
大
王
之
大
円
覚
海
、
同
一
味
者
也
（
）
確
か
に
、
真
喜
志
氏
の
指
摘
通
り
円
覚
の
二
字
が
多
用
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
文
章
が
円
覚
寺
と
い
う
寺
号
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
は
成
り
立
つ
。
と
り
わ
け
、
文
章
前
半
の
自
覚
覚
他
、
覚
行
円
満
也
と
い
う
表
現
は
円
覚
寺
と
い
う
寺
号
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
も
理
解
で
き
よ
う
。
真
喜
志
氏
の
推
測
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
明
信
の
宸
奎
に
は
円
覚
寺
と
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
ど
う
か
。
実
は
、
右
の
文
章
は
仏
教
界
で
は
取
り
立
て
て
珍
し
い
表
現
で
あ
る
と
は
言
い
難
く
、
仏
を
表
現
す
る
時
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
慣
用
的
な
文
章
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
は
随
代
の
僧
慧
遠
が
著
し
た
観
無
量
寿
経
義
疏
上
巻
に
、
既
能
自
覚
。
復
能
覚
他
。
覚
行
窮
満
。
故
名
為
仏
。
言
自
覚
者
。
簡
異
凡
夫
。
言
覚
他
。
別
異
二
乗
。
覚
行
窮
満
（
）。
と
あ
り
、
ま
た
、
唐
代
の
浄
土
教
僧
侶
で
、
称
名
念
仏
の
思
想
信
仰
を
大
成
し
た
と
い
わ
れ
る
善
導
の
著
書
観
無
量
寿
経
義
疏
巻
一
で
は
、言
レ
仏
者
。
乃
是
西
国
正
音
。
此
土
名
レ
覚
。
自
覚
覚
他
覚
行
窮
満
。
名
レ
之
為
レ
仏
（
）。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
仏
と
い
う
の
は
自
ら
覚
り
、
他
を
覚
ら
し
め
、
こ
の
自
覚
覚
他
を
全
う
す
る
を
覚
行
窮
満
す
な
わ
ち
仏
陀
と
い
う
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
覚
行
窮
満
は
覚
行
円
満
と
著
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
一
四
七
七
年
内
原
里
主
が
も
た
ら
し
た
朝
鮮
国
王
宛
の
尚
徳
王
名
書
契
に
記
さ
れ
た
自
覚
覚
他
、
覚
行
円
満
也
と
い
う
文
章
も
、
慧
遠
や
善
導
が
観
無
量
寿
経
の
注
釈
書
と
し
て
著
し
た
右
の
観
無
量
寿
経
義
疏
か
ら
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
当
時
の
琉
球
に
観
無
量
寿
経
あ
る
い
は
そ
の
注
釈
書
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
前
提
に
な
る
。
李
朝
実
録
に
は
、
朝
鮮
国
に
対
し
て
琉
球
国
が
盛
ん
に
大
蔵
経
を
求
請
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
散
見
す
る
。
一
四
六
一
年
尚
徳
王
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
普
須
古
・
蔡
ら
が
天
界
寺
に
納
入
す
る
た
め
の
大
蔵
経
を
求
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、
ま
た
こ
の
時
、
普
須
古
ら
が
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
咨
文
に
よ
れ
ば
、
以
前
に
も
仏
典
を
琉
球
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
）。
残
念
な
が
ら
、
歴
代
宝
案
に
は
右
の
こ
と
に
直
結
す
る
文
書
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
琉
球
側
の
史
料
で
は
実
際
に
大
蔵
経
が
琉
球
に
渡
っ
た
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
李
朝
実
録
に
よ
れ
ば
、
普
須
古
ら
が
朝
鮮
国
か
ら
賜
っ
た
仏
典
に
は
観
無
量
寿
経
義
記
が
含
ま
れ
て
い
る
し
、
琉
球
国
王
宛
の
朝
鮮
国
王
答
書
別
幅
に
も
観
無
量
寿
経
義
記
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
（
）、
こ
の
時
の
観
無
量
寿
経
義
記
は
琉
球
に
渡
っ
た
と
み
て
差
し
支
え
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
四
六
七
年
七
月
派
遣
さ
れ
て
鸚
鵡
・
大
鶏
（
孔
雀
）
な
ど
を
献
上
し
た
僧
同
照
・
東
渾
ら
も
朝
鮮
国
か
ら
仏
典
を
贈
呈
さ
れ
、
琉
球
国
王
に
も
同
じ
内
容
の
仏
典
が
贈
呈
さ
れ
て
い
る
（
）。
そ
し
て
そ
の
ど
ち
ら
に
も
や
は
り
観
無
量
寿
経
義
記
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
僧
同
照
・
東
渾
ら
は
同
年
八
月
一
九
日
に
朝
鮮
国
を
辞
し
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
れ
と
同
年
月
日
付
の
朝
鮮
国
王
書
簡
が
歴
代
宝
案
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
別
幅
に
は
進
呈
品
の
仏
典
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
）。
し
か
も
そ
れ
は
僧
同
照
・
東
渾
や
琉
球
国
王
に
贈
呈
さ
れ
た
仏
典
と
全
く
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
国
王
書
簡
に
は
使
者
名
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
書
簡
を
琉
球
に
持
ち
帰
っ
た
の
は
僧
同
照
・
東
渾
ら
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
通
り
球
陽
尚
徳
王
七
（
一
四
六
七
）
年
条
に
は
、
王
、
使
を
遣
は
し
て
朝
鮮
に
往
か
し
め
、
鸚
鵡
・
孔
雀
等
の
物
を
呈
進
す
。
使
者
回
る
の
日
、
朝
鮮
王
李
、
仍
、
方
冊
蔵
経
を
以
て
又
使
者
に
托
し
、
帯
び
回
り
て
王
に
進
め
し
む
（
）。
と
あ
る
が
、
こ
の
方
冊
蔵
経
は
僧
同
照
・
東
渾
ら
が
持
ち
帰
っ
た
仏
典
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
普
須
古
・
蔡
ら
も
同
じ
よ
う
に
朝
鮮
国
王
の
書
簡
を
持
ち
帰
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
歴
代
宝
案
に
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
後
世
、
他
の
幾
つ
か
の
書
簡
・
文
書
も
含
め
、
何
ら
か
の
事
情
で
紛
失
・
散
失
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
、
観
無
量
寿
経
の
注
釈
書
で
あ
る
観
無
量
寿
経
義
記
が
琉
球
国
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
真
喜
志
氏
が
円
覚
寺
の
寺
号
を
暗
示
し
て
い
る
と
推
定
し
て
い
る
文
章
は
、
必
ず
し
も
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
創
作
さ
れ
た
文
章
で
は
な
く
、
観
無
量
寿
経
義
記
か
ら
の
引
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
真
喜
志
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
教
の
世
界
で
の
、
朝
鮮
と
の
一
体
感
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
同
じ
く
寺
号
の
問
題
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
の
解
釈
が
あ
る
。
真
喜
志
氏
は
こ
れ
を
大
毘
廬
舎
那
仏
を
納
め
た
宝
殿
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
周
知
の
通
り
、
円
覚
寺
に
は
毘
廬
遮
那
仏
は
安
置
さ
れ
て
い
な
い
。
琉
球
国
由
来
記
に
よ
れ
ば
、
円
覚
寺
法
堂
に
は
薬
師
・
弥
勒
・
勢
至
の
三
尊
像
が
、
方
丈
に
は
虚
空
像
菩
薩
像
が
、
そ
し
て
仏
殿
に
は
釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
の
三
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
毘
廬
遮
那
仏
に
つ
い
て
は
何
ら
記
述
さ
れ
て
い
な
い
（
）。
袋
中
の
琉
球
神
道
記
で
も
円
覚
寺
の
本
尊
は
釈
迦
牟
尼
仏
に
な
っ
て
い
る
（
）。
た
だ
し
、
天
台
宗
や
法
相
宗
で
は
毘
廬
遮
那
を
法
身
、
釈
迦
を
応
身
の
意
に
解
す
る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
を
釈
迦
牟
尼
仏
を
納
め
た
宝
殿
と
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
円
覚
寺
は
禅
宗
（
臨
済
宗
）
寺
院
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
解
釈
に
は
無
理
が
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
李
朝
実
録
中
の
関
連
記
事
を
注
意
深
く
検
討
し
て
み
る
と
、
大
毘
廬
舎
那
と
は
実
は
毘
廬
遮
那
仏
の
意
味
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
李
朝
実
録
成
宗
一
四
（
一
四
八
三
）
年
一
二
月
一
八
日
条
に
、
琉
球
国
王
尚
円
、
新
四
郎
を
遣
わ
し
て
来
聘
す
。
其
の
書
に
曰
く
（
前
略
）
方
今
、
新
四
郎
を
以
て
専
使
と
為
し
、
耶
次
郎
を
以
て
副
使
と
為
し
、
塵
露
の
謝
忱
を
致
し
、
兼
ぬ
る
に
区
区
の
願
望
を
啓
せ
し
む
る
な
り
。
新
四
郎
な
る
者
は
我
が
国
の
人
に
非
ず
と
雖
も
、
嘗
て
能
く
皇
華
の
美
を
尽
し
て
以
て
殿
下
に
達
す
。
是
れ
に
由
り
今
亦
た
以
て
専
使
と
為
す
な
り
。
亮
察
せ
よ
亮
察
せ
よ
。
我
が
国
は
累
世
、
仏
教
を
推
誠
し
伽
藍
を
締
緝
し
、
金
像
を
設
け
毳
徒
を
安
ん
じ
、
荘
厳
福
慧
を
専
ら
に
す
。
然
れ
ど
も
三
宝
の
内
、
猶
お
未
だ
法
宝
を
具
え
ざ
る
を
以
て
典
と
為
す
な
り
。
是
の
故
に
此
れ
よ
り
前
、
毘
廬
法
宝
一
蔵
を
求
む
る
に
、
報
書
に
諭
し
て
曰
く
、
諸
処
の
求
去
せ
る
に
因
り
已
に
尽
き
た
り
、
と
。
今
、
更
め
て
切
望
す
ら
く
は
、
一
蔵
を
以
て
回
介
に
付
し
、
南
極
の
不
毛
の
地
を
し
て
永
く
仏
化
に
霑
わ
し
め
ん
こ
と
を
。
仍
お
綿
紬
五
千
匹
・
綿
布
五
千
匹
を
求
む
。
蓋
し
毘
廬
法
宝
殿
創
建
の
資
と
成
す
者
な
り
。
希
わ
く
は
我
が
願
い
を
し
て
満
足
せ
し
め
ん
こ
と
を
。（
以
下
略
）
（
）
と
あ
る
の
が
そ
の
好
例
で
、
尚
円
王
（
実
際
は
尚
真
王
）
派
遣
の
使
者
新
四
郎
・
耶
次
郎
が
朝
鮮
国
に
も
た
ら
し
た
右
の
書
契
に
は
、
琉
球
は
寺
院
・
仏
像
を
盛
ん
に
造
営
し
、
僧
侶
を
保
護
し
て
仏
教
興
隆
に
努
め
て
い
る
が
、
三
宝
の
内
、
未
だ
法
宝
が
具
わ
ら
ず
、
故
に
毘
廬
法
宝
一
蔵
を
先
に
求
め
た
が
得
ら
れ
ず
、
毘
廬
法
宝
殿
創
建
の
資
と
成
す
た
め
、
こ
こ
に
更
め
て
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
毘
廬
法
宝
の
毘
廬
と
は
毘
廬
遮
那
の
略
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
毘
廬
遮
那
仏
と
解
釈
し
て
し
ま
う
と
、
右
の
書
契
の
意
味
は
通
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
三
宝
の
内
、
法
宝
が
欠
け
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
三
宝
と
は
仏
・
法
・
僧
の
こ
と
で
、
右
の
尚
円
王
名
書
契
の
文
脈
に
沿
う
な
ら
ば
、
仏
教
を
推
誠
も
し
く
は
金
像
が
仏
を
、
毳
徒
が
僧
を
、
そ
し
て
法
宝
が
法
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
法
宝
あ
る
い
は
毘
廬
法
宝
は
仏
す
な
わ
ち
仏
像
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
仏
教
の
教
え
を
説
く
仏
典
の
意
味
に
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
成
宗
二
二
（
一
四
九
一
）
年
耶
次
郎
ら
が
も
た
ら
し
た
琉
球
国
王
書
契
に
も
、
三
宝
の
内
、
猶
お
未
だ
法
宝
を
具
え
ざ
る
を
以
て
、
実
に
欠
典
な
り
。
是
れ
に
り
、
往
歳
、
両
回
、
扶
桑
の
人
新
四
郎
を
遣
わ
し
て
以
て
毘
廬
法
宝
一
荘
を
求
む
。
報
書
に
諭
し
て
曰
く
、
諸
処
の
求
去
せ
る
に
因
り
已
に
尽
き
た
り
、
と
（
）。
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
毘
廬
法
宝
一
荘
を
求
請
し
て
い
る
が
、
朝
鮮
国
側
は
諸
処
の
求
去
せ
る
に
因
り
已
に
尽
き
た
り
と
述
べ
て
断
っ
て
い
る
。
こ
の
断
り
の
文
章
も
李
朝
実
録
に
は
散
見
し
、
戦
国
大
名
が
大
蔵
経
を
要
望
し
た
時
、
こ
れ
を
断
る
時
の
常
套
文
句
に
成
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
は
大
蔵
経
を
納
め
る
た
め
の
宝
殿
一
宇
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
耶
次
郎
は
大
蔵
経
不
帙
一
部
の
入
手
に
成
功
し
て
い
る
が
（
）、
真
喜
志
氏
が
言
う
よ
う
に
一
連
の
琉
球
関
係
記
事
の
一
貫
し
た
脈
絡
性
は
認
め
ら
る
も
の
の
、
そ
れ
故
に
、
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
が
円
覚
寺
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
耶
次
郎
が
入
手
し
た
大
蔵
経
不
帙
一
部
は
当
然
円
覚
寺
に
納
入
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
第
五
節
で
詳
細
に
検
討
す
る
が
、
李
朝
実
録
に
記
さ
れ
た
一
寺
あ
る
い
は
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
を
円
覚
寺
と
解
釈
す
る
に
は
、
か
な
り
無
理
が
あ
る
こ
と
は
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
四
、
雲
版
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
、
真
喜
志
氏
が
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
の
寺
号
が
円
覚
寺
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
も
う
一
つ
の
根
拠
、
す
な
わ
ち
、
雲
版
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
真
喜
志
氏
は
、
琉
球
国
由
来
記
に
記
さ
れ
て
い
る
雲
飯
は
朝
鮮
か
ら
渡
来
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
一
番
自
然
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
述
べ
、
そ
し
て
そ
の
雲
版
は
尚
徳
王
（
実
際
は
尚
円
王
）
が
成
宗
二
（
一
四
七
一
）
年
に
派
遣
し
た
僧
自
端
西
堂
ら
が
帰
国
に
際
し
て
朝
鮮
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
雲
板
一
事
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
琉
球
国
由
来
記
に
記
さ
れ
て
い
る
雲
飯
と
は
、
天
徳
山
円
覚
寺
附
法
堂
の
一
つ
の
記
事
と
し
て
、
雲
飯
銘
曰
天
順
元
丁
丑
八
月
鋳
レ
之
、
以
所
レ
奉
レ
掛
二
国
王
殿
前
一
之
旧
物
也
。
不
レ
知
三
何
代
為
二
什
物
一
矣
（
）。
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
、
一
四
五
七
年
八
月
に
鋳
造
さ
れ
、
も
と
は
首
里
城
正
殿
前
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
旧
物
で
、
何
時
か
ら
什
物
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
什
物
と
い
う
の
は
当
然
円
覚
寺
の
什
物
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
真
喜
志
説
に
従
う
な
ら
ば
、
成
宗
二
（
一
四
七
一
）
年
の
使
者
僧
自
端
西
堂
ら
が
朝
鮮
国
に
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
名
書
契
に
い
う
一
寺
、
ま
た
成
宗
八
（
一
四
七
七
）
年
内
原
里
主
ら
が
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
名
書
契
に
い
う
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
と
は
円
覚
寺
の
こ
と
に
な
る
か
ら
、
琉
球
国
由
来
記
に
記
さ
れ
た
雲
飯
は
、
僧
自
端
西
堂
ら
が
持
ち
帰
っ
た
雲
板
そ
の
も
の
で
、
当
初
は
首
里
城
正
殿
前
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
が
、
何
時
の
頃
か
ら
か
円
覚
寺
の
什
物
に
な
っ
た
、
と
い
う
図
式
に
な
ろ
う
。
真
喜
志
氏
が
雲
板
の
こ
と
で
特
に
強
調
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
雲
板
一
事
が
琉
球
国
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
僧
自
端
西
堂
や
信
重
ら
が
偽
使
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
傍
証
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
事
は
結
果
的
に
、
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
が
円
覚
寺
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
雲
板
は
首
里
城
掛
着
の
後
、
や
が
て
円
覚
寺
什
物
に
な
っ
た
、
と
い
う
意
味
に
も
繋
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
僧
自
端
西
堂
ら
が
一
四
七
一
年
に
扁
額
す
な
わ
ち
明
信
の
宸
奎
や
大
蔵
経
一
部
と
と
も
に
持
ち
帰
っ
た
雲
板
一
事
は
、
円
覚
寺
什
物
で
あ
る
雲
飯
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
が
円
覚
寺
で
あ
っ
た
な
ら
ば
と
も
か
く
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
雲
飯
そ
の
も
の
が
真
喜
志
説
の
根
拠
に
な
り
う
る
こ
と
は
最
早
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
こ
の
時
期
、
琉
球
に
存
在
し
て
い
た
雲
版
は
琉
球
国
由
来
記
に
記
さ
れ
た
雲
飯
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
二
八
年
に
発
行
さ
れ
た
南
島
研
究
創
刊
号
に
、
真
境
名
安
興
は
奈
良
帝
室
博
物
館
の
雲
板
に
つ
い
て
琉
球
国
王
尚
泰
区
の
鋳
造
と
題
す
る
一
文
を
寄
せ
て
い
る
（
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
奈
良
帝
室
博
物
館
（
現
奈
良
国
立
博
物
館
）
に
は
尚
泰
久
王
時
代
に
鋳
造
さ
れ
た
雲
版
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
雲
版
に
は
、
大
里
城
琉
球
国
主
大
世
主
庚
寅
慶
生
天
順
二
年
八
月
八
日
（
）
と
優
麗
な
る
筆
致
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
真
境
名
安
興
に
よ
れ
ば
、
こ
の
雲
版
は
徳
島
市
寺
町
の
浄
智
寺
か
ら
奈
良
帝
室
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
銘
文
の
天
順
二
（
一
四
五
八
）
年
八
月
八
日
は
円
覚
寺
雲
飯
が
鋳
造
さ
れ
た
翌
年
に
相
当
し
、
真
境
名
安
興
は
尚
泰
久
王
が
鋳
造
し
て
大
里
城
に
掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
こ
の
雲
版
が
天
順
二
年
八
月
八
日
の
時
点
で
琉
球
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
国
か
ら
雲
板
一
事
が
持
ち
込
ま
れ
る
以
前
か
ら
、
琉
球
は
既
に
雲
版
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
境
名
安
興
が
推
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
雲
版
が
尚
泰
久
王
の
鋳
造
で
あ
る
な
ら
ば
、
琉
球
国
由
来
記
に
記
さ
れ
た
円
覚
寺
雲
飯
も
そ
の
前
年
に
琉
球
で
鋳
造
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
ろ
う
。
実
際
、
尚
泰
久
王
が
寺
社
な
ど
に
寄
進
し
た
二
三
口
の
梵
鐘
の
内
、
一
品
権
現
に
寄
進
さ
れ
た
天
順
三
（
一
四
五
九
）
年
三
月
一
五
日
付
の
梵
鐘
と
、
尚
徳
王
に
よ
っ
て
天
界
寺
に
寄
進
さ
れ
た
成
化
二
（
一
四
六
六
）
年
七
月
一
六
日
付
の
梵
鐘
は
琉
球
で
鋳
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
）。
雲
版
鋳
造
の
技
術
も
既
に
備
わ
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
円
覚
寺
雲
飯
も
奈
良
国
立
博
物
館
収
蔵
の
雲
版
も
ど
ち
ら
も
琉
球
で
鋳
造
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
円
覚
寺
雲
飯
は
僧
自
端
西
堂
ら
が
朝
鮮
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
雲
板
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
が
円
覚
寺
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
今
少
し
、
雲
版
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
円
覚
寺
雲
飯
も
奈
良
国
立
博
物
館
収
蔵
の
雲
版
も
間
違
い
な
く
琉
球
で
鋳
造
さ
れ
た
と
断
定
で
き
る
だ
け
の
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
双
方
の
雲
版
銘
に
記
さ
れ
た
天
順
元
（
一
四
五
七
）
年
と
翌
二
年
に
は
、
都
合
一
一
口
も
の
梵
鐘
が
鋳
造
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
豊
前
小
倉
大
工
系
や
筑
前
芦
屋
大
工
系
の
作
で
（
）、
こ
の
時
期
、
琉
球
で
梵
鐘
が
鋳
造
さ
れ
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
仏
具
で
あ
る
双
方
の
雲
版
が
琉
球
以
外
で
鋳
造
さ
れ
た
可
能
性
も
、
こ
れ
又
、
完
全
に
は
否
定
仕
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
円
覚
寺
雲
飯
が
僧
自
端
西
堂
ら
が
朝
鮮
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
雲
板
で
あ
る
可
能
性
も
復
活
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
可
能
性
を
想
定
し
た
場
合
、
ど
の
様
な
構
図
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
琉
球
国
由
来
記
に
は
、
円
覚
寺
雲
飯
は
元
は
首
里
城
正
殿
前
に
掛
着
さ
れ
て
い
た
が
、
何
時
の
頃
か
ら
円
覚
寺
什
物
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
、
成
宗
二
（
一
四
七
一
）
年
派
遣
さ
れ
た
僧
自
端
西
堂
ら
が
朝
鮮
国
に
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
（
実
際
は
尚
円
王
）
書
契
に
い
う
一
寺
と
、
成
宗
八
（
一
四
七
七
）
年
内
原
里
主
ら
が
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
名
書
契
に
い
う
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
が
真
喜
志
氏
の
推
定
し
て
い
る
円
覚
寺
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
雲
板
を
持
ち
帰
っ
た
時
点
で
は
未
だ
一
寺
す
な
わ
ち
円
覚
寺
は
創
建
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
尚
泰
久
王
に
よ
っ
て
大
里
城
に
寄
進
さ
れ
た
雲
版
や
魏
古
城
に
寄
進
さ
れ
た
梵
鐘
、
あ
る
い
は
首
里
城
に
掛
着
さ
れ
た
梵
鐘
に
ち
な
ん
で
首
里
城
正
殿
前
に
し
ば
ら
く
掛
着
し
、
成
宗
八
年
ま
で
の
間
に
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
す
な
わ
ち
円
覚
寺
が
創
建
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
時
、
雲
板
は
移
設
さ
れ
て
円
覚
寺
什
物
に
な
っ
た
と
い
う
構
図
が
成
立
し
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
構
図
も
、
前
節
で
検
証
し
た
よ
う
に
、
一
寺
あ
る
い
は
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
が
円
覚
寺
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
僧
自
端
西
堂
ら
が
持
ち
帰
っ
た
雲
板
が
首
里
城
正
殿
前
に
掛
着
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
成
宗
八
年
ま
で
の
間
に
円
覚
寺
へ
移
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
つ
ま
り
、
僧
自
端
西
堂
ら
が
持
ち
帰
っ
た
雲
板
は
、
実
際
に
円
覚
寺
が
創
建
さ
れ
る
ま
で
、
さ
ら
に
長
く
首
里
城
正
殿
前
に
掛
着
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
当
然
、
一
寺
あ
る
い
は
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
は
円
覚
寺
と
は
異
な
る
別
の
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
う
構
図
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
次
節
で
こ
の
問
題
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
五
、
円
覚
寺
と
安
国
寺
の
創
建
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
と
は
、
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
大
蔵
経
納
蔵
の
宝
殿
と
い
う
意
味
に
な
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
琉
球
国
が
再
三
に
わ
た
っ
て
大
蔵
経
を
朝
鮮
国
に
求
請
し
続
け
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
成
宗
二
（
一
四
七
一
）
年
僧
自
端
西
堂
が
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
（
実
際
は
尚
円
王
）
書
契
に
は
大
蔵
経
求
請
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
帰
国
に
際
し
て
大
蔵
経
一
部
が
贈
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
大
蔵
経
を
要
請
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
贈
呈
さ
れ
た
大
蔵
経
一
部
は
、
成
宗
八
（
一
四
七
七
）
年
内
原
里
主
が
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
（
実
際
は
尚
円
王
）
書
契
に
い
う
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
に
納
め
ら
れ
、
寺
号
を
記
し
た
明
信
の
宸
奎
も
こ
の
宝
殿
の
間
に
掲
げ
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
寺
院
を
書
契
で
は
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
と
表
現
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
雲
堂
、
庫
司
、
并
び
に
法
堂
・
方
丈
、
未
だ
全
く
は
備
え
尽
さ
ず
と
い
う
よ
う
に
、
多
く
の
付
属
施
設
が
未
整
備
の
ま
ま
で
、
そ
の
た
め
朝
鮮
国
に
助
力
を
願
い
た
い
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
未
整
備
の
寺
院
は
、
そ
の
後
の
琉
球
国
派
遣
使
者
が
も
た
ら
し
た
書
契
で
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
遂
げ
て
い
る
か
、
見
て
み
よ
う
。
成
宗
一
一
（
一
四
八
）
年
六
月
七
日
尚
徳
王
の
使
者
を
名
乗
る
敬
宗
が
朝
鮮
国
に
来
聘
し
た
。
そ
の
書
契
に
は
、
仍
而
向
者
に
奉
じ
て
殿
下
に
聞
奏
せ
る
の
旨
は
、
迺
ち
陋
邦
に
於
け
る
剏
建
の
勅
賜
を
奉
ぜ
る
明
信
禅
師
の
募
縁
な
り
。
殿
下
曽
て
施
心
を
啓
か
ず
。
是
を
以
て
素
願
未
遂
げ
ず
。
故
に
今
年
、
申
ね
て
単
价
を
差
遣
し
、
而
し
て
聘
礼
の
好
を
修
め
て
以
て
殿
下
に
ぐ
。
夫
れ
伽
藍
の
所
以
は
妙
湛
遊
戯
を
作
す
の
場
に
し
て
、
専
ら
大
王
の
福
履
を
祈
り
て
以
て
永
く
万
世
の
基
を
開
く
な
り
。
然
れ
ど
も
輪
奐
の
美
は
未
だ
全
功
畢
ら
ず
。
費
用
は
猶
お
鉅
万
に
曁
び
て
功
成
る
を
観
る
可
し
。
切
に
望
む
ら
く
は
慳
嗇
の
心
を
破
り
、
檀
施
の
門
を
開
き
て
、
以
て
銅
銭
併
び
に
綿
紬
・
木
綿
等
を
賚
わ
ら
ん
こ
と
を
（
）。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
の
意
味
は
、
明
信
の
宸
奎
を
掲
げ
、
仏
典
（
大
蔵
経
一
部
）
を
納
め
た
宝
殿
の
付
属
施
設
を
整
備
す
る
た
め
、
助
力
を
願
う
使
者
（
内
原
里
主
）
を
先
に
派
遣
し
た
が
聞
き
届
け
ら
れ
ず
、
故
に
、
寺
院
は
未
だ
に
完
成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
回
、
重
ね
て
助
力
を
願
う
た
め
に
敬
宗
を
派
遣
す
る
次
第
で
あ
る
、
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
時
、
前
に
来
聘
し
た
使
者
が
琉
球
国
王
の
名
を
尚
元
と
称
し
て
い
た
の
に
、
敬
宗
の
も
た
ら
し
た
書
契
が
尚
徳
王
名
で
あ
っ
た
た
め
、
敬
宗
は
偽
使
で
は
な
い
か
と
朝
鮮
国
か
ら
疑
念
視
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
）。
し
か
し
、
書
契
の
内
容
は
、
成
宗
二
（
一
四
七
一
）
年
の
僧
自
端
西
堂
や
同
八
（
一
四
七
七
）
年
の
内
原
里
主
が
も
た
ら
し
た
書
契
内
容
と
脈
絡
的
に
整
合
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
輪
奐
の
美
を
兼
ね
備
え
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
初
め
て
伽
藍
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
宝
殿
を
含
め
た
付
属
施
設
の
整
備
が
か
な
り
進
展
し
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
寺
院
に
納
め
る
大
蔵
経
求
請
の
た
め
に
成
宗
一
四
（
一
四
八
三
）
年
派
遣
さ
れ
た
の
が
第
三
節
で
示
し
た
新
四
郎
・
耶
次
郎
ら
で
あ
っ
た
が
、
諸
処
の
求
去
せ
る
に
因
り
已
に
尽
き
た
り
と
い
う
こ
と
で
、
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
新
四
郎
・
耶
次
郎
ら
が
も
た
ら
し
た
書
契
に
此
れ
よ
り
前
、
毘
廬
法
宝
一
蔵
を
求
む
る
と
あ
る
の
は
大
蔵
経
一
部
を
持
ち
帰
っ
た
僧
自
端
西
堂
ら
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
毘
廬
法
宝
殿
創
建
の
資
と
成
す
と
い
う
の
は
、
内
原
里
主
が
助
力
を
願
っ
た
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
四
八
三
年
の
時
点
に
お
い
て
も
、
こ
の
寺
院
は
未
だ
完
成
に
は
至
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
新
四
郎
・
耶
次
郎
ら
を
派
遣
し
て
も
大
蔵
経
入
手
と
い
う
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
琉
球
国
王
（
尚
真
王
）
は
、
こ
れ
で
諦
め
る
こ
と
な
く
、
成
宗
二
二
（
一
四
九
一
）
年
一
二
月
あ
ら
た
め
て
耶
次
郎
ら
を
派
遣
し
た
。
そ
の
書
契
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
琉
球
国
王
尚
円
、
書
を
朝
鮮
国
王
殿
下
に
奉
る
。（
中
略
）
抑
吾
が
邦
に
教
寺
有
り
、
安
国
と
曰
う
。
蓋
し
国
初
の
禅
刹
に
し
て
以
て
祈
福
の
霊
場
と
為
す
な
り
。
然
り
而
し
て
三
宝
の
内
、
猶
お
未
だ
法
宝
を
具
え
ざ
る
を
以
て
、
実
に
欠
典
な
り
。
是
れ
に
り
、
往
歳
、
両
回
、
扶
桑
の
人
新
四
郎
を
遣
わ
し
て
以
て
毘
廬
法
宝
一
荘
を
求
む
。
報
書
に
諭
し
て
曰
く
、
諸
処
の
求
去
せ
る
に
因
り
已
に
尽
き
た
り
、
と
。
尊
命
已
に
承
く
。
然
り
雖
も
寡
人
未
だ
願
望
の
心
を
遂
げ
ず
。
故
に
今
、
特
に
専
使
を
差
わ
し
て
以
て
重
ね
て
此
の
求
め
を
致
し
、
回
价
に
付
し
て
一
荘
を
賜
う
を
切
望
す
。
則
ち
我
が
願
望
を
遂
げ
し
む
れ
ば
、
実
に
感
恩
の
至
り
な
り
。
何
の
栄
賜
か
之
に
加
え
ん
や
。
善
、
焉
れ
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
敢
え
て
拒
む
勿
れ
（
）。
右
の
意
味
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
琉
球
に
は
国
初
の
禅
宗
寺
院
で
祈
福
の
霊
場
で
あ
る
安
国
寺
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
安
国
寺
に
は
仏
典
が
具
わ
っ
て
お
ら
ず
、
故
に
、
先
に
日
本
人
新
四
郎
を
派
遣
し
て
大
蔵
経
を
要
望
し
た
が
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
、
耶
次
郎
ら
を
派
遣
し
て
重
ね
て
大
蔵
経
一
荘
を
要
望
す
る
次
第
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
解
し
て
大
過
は
な
か
ろ
う
。
成
宗
一
四
（
一
四
八
三
）
年
新
四
郎
・
耶
次
郎
ら
が
も
た
ら
し
た
書
契
内
容
と
直
結
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
そ
れ
以
前
の
書
契
内
容
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
右
の
書
契
で
注
目
す
べ
き
は
、
大
蔵
経
を
具
え
て
い
な
い
と
い
う
安
国
寺
の
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
成
宗
二
（
一
四
七
一
）
年
僧
自
端
西
堂
ら
が
も
た
ら
し
た
尚
徳
王
名
書
契
で
は
着
工
前
の
一
寺
と
記
さ
れ
、
同
八
（
一
四
七
七
）
年
内
原
里
主
ら
が
も
た
ら
し
た
書
契
で
は
一
宇
の
み
が
創
建
さ
れ
て
付
属
施
設
が
不
備
と
い
う
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
、
同
一
一
（
一
四
八
）
年
敬
宗
の
段
階
で
は
輪
奐
の
美
は
未
だ
全
功
畢
っ
て
い
な
か
っ
た
伽
藍
、
そ
し
て
同
一
四
（
一
四
八
三
）
年
新
四
郎
・
耶
次
郎
ら
の
時
点
で
も
未
完
成
で
あ
っ
た
毘
廬
法
宝
殿
は
、
実
は
安
国
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
安
国
寺
の
場
合
、
以
前
の
書
契
の
文
章
表
現
と
照
合
す
れ
ば
、
既
に
完
成
さ
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
蓋
し
国
初
の
禅
刹
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
第
二
尚
氏
王
家
が
最
初
に
創
建
し
た
寺
院
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
、
そ
の
時
期
は
、
僧
自
端
西
堂
が
朝
鮮
国
へ
派
遣
さ
れ
た
一
四
七
一
年
か
ら
内
原
里
主
が
派
遣
さ
れ
た
一
四
七
七
年
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
安
国
寺
は
尚
円
王
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
）。
と
こ
ろ
で
、
琉
球
国
由
来
記
は
安
国
寺
の
創
建
を
尚
泰
久
王
時
代
と
伝
え
て
い
る（
）。
こ
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
通
り
、
尚
泰
久
王
は
都
合
二
三
口
も
の
梵
鐘
を
鋳
造
し
、
そ
の
内
、
一
七
口
を
当
時
存
在
し
て
い
た
寺
院
に
寄
進
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
安
国
寺
に
寄
進
す
る
た
め
の
梵
鐘
が
鋳
造
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
琉
球
国
由
来
記
の
太
平
山
安
国
寺
記
に
は
梵
鐘
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
鐘
銘
に
は
、
琉
球
國
王
大
世
主
（
庚
寅
）
慶
生
、
茲
量
大
慈
願
海
、
而
新
鋳
洪
鐘
、
喜
捨
魏
古
城
。
上
祝
萬
歳
之
寳
位
、
下
済
三
界
之
群
生
。
辱
命
相
國
安
潜
、
其
命
曰
（
中
略
）
奉
行
（
花
城
・
大
城
）
大
工
藤
原
國
吉
天
順
元
年
十
二
月
九
日
（
）
と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
は
王
子
時
代
の
尚
泰
久
の
居
城
で
あ
っ
た
越
来
城
に
寄
進
さ
れ
た
梵
鐘
を
後
に
移
設
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
琉
球
国
由
来
記
の
編
者
は
、
こ
の
梵
鐘
銘
の
年
月
日
に
基
づ
い
て
安
国
寺
を
尚
泰
久
王
時
代
の
建
立
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
実
際
は
、
安
国
寺
は
尚
円
王
時
代
に
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
尚
泰
久
王
時
代
に
は
存
在
し
て
な
か
っ
た
か
ら
喜
捨
安
国
禅
寺
と
刻
ま
れ
た
梵
鐘
は
鋳
造
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
安
国
寺
が
創
建
も
し
く
は
完
成
さ
れ
た
時
、
右
の
梵
鐘
が
越
来
城
か
ら
移
設
さ
れ
て
掛
着
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
尚
泰
久
王
時
代
に
建
立
さ
れ
た
天
界
寺
の
場
合
、
次
の
尚
徳
王
の
時
に
梵
鐘
が
鋳
造
寄
進
さ
れ
て
い
る
が
、
仏
殿
が
建
立
さ
れ
て
天
界
寺
が
完
成
し
た
の
が
尚
徳
王
時
代
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
界
寺
は
七
堂
伽
藍
を
具
備
し
た
本
格
的
な
寺
院
で
あ
っ
た
。
尚
泰
久
王
時
代
に
完
成
し
て
い
れ
ば
、
仏
法
之
名
君
と
讃
え
ら
れ
た
尚
泰
久
王
だ
け
に
、
当
然
、
梵
鐘
も
鋳
造
し
て
寄
進
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
安
国
寺
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
さ
て
、
安
国
寺
に
納
め
る
た
め
の
毘
廬
法
宝
一
荘
す
な
わ
ち
大
蔵
経
を
求
め
て
派
遣
さ
れ
た
耶
次
郎
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
耶
次
郎
は
成
宗
二
三
（
一
四
九
二
）
年
二
月
一
六
日
に
朝
鮮
国
を
辞
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
の
朝
鮮
国
王
の
答
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
索
む
る
所
の
大
蔵
経
は
、
豈
に
敢
え
て
愛
惜
せ
ん
や
。
但
だ
印
本
多
か
ら
ず
、
而
も
前
者
に
之
を
求
め
し
者
一
に
非
ず
。
比
今
、
殆
ど
余
す
所
無
し
。
幸
い
に
一
件
を
余
す
も
亦
復
た
散
落
し
編
帙
具
わ
ら
ず
。
以
て
禅
門
の
観
覧
に
備
う
る
に
足
ら
ず
。
前
に
来
命
を
承
く
る
も
、
未
だ
諭
す
る
所
に
副
わ
ず
。
今
又
、
海
程
を
遠
し
と
せ
ず
再
た
使
舶
を
労
し
、
之
を
求
む
る
こ
と
甚
だ
勤
な
り
。
茲
に
以
て
所
蔵
を
到
し
、
僅
か
に
不
帙
の
一
部
を
将
て
来
使
に
就
付
す
（
）。
大
蔵
経
を
要
望
す
る
者
は
多
く
、
朝
鮮
国
に
も
殆
ど
残
っ
て
い
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
る
大
蔵
経
も
傷
み
が
酷
く
、
と
て
も
進
呈
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
で
も
琉
球
国
は
熱
心
に
求
請
す
る
の
で
、
不
帙
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
耶
次
郎
に
依
託
し
て
進
呈
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
か
ろ
う
じ
て
、
大
蔵
経
の
不
帙
一
部
を
入
手
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
年
、
耶
次
郎
は
ま
た
朝
鮮
国
に
来
聘
す
る
が
、
も
た
ら
し
た
尚
円
王
（
実
際
は
尚
真
王
）
書
契
に
は
、
特
に
今
歳
忝
く
も
大
蔵
経
を
賜
わ
る
。
即
ち
安
国
禅
寺
に
寄
置
し
、
以
て
万
世
国
家
の
珍
宝
と
為
す
な
り
（
）。
と
あ
る
か
ら
、
耶
次
郎
が
持
ち
帰
っ
た
仏
典
（
大
蔵
経
不
帙
一
部
）
は
確
か
に
安
国
寺
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
一
連
の
使
者
が
も
た
ら
し
た
琉
球
国
王
書
契
に
一
寺
・
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
・
伽
藍
・
毘
廬
法
宝
殿
と
記
さ
れ
て
い
た
寺
院
が
安
国
寺
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
大
蔵
経
の
不
帙
一
部
と
は
い
え
、
か
く
も
入
手
困
難
な
仏
典
を
耶
次
郎
は
如
何
に
し
て
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
、
耶
次
郎
が
携
え
た
割
印
が
従
前
と
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
耶
次
郎
は
朝
鮮
国
か
ら
偽
使
で
は
な
い
か
と
疑
念
視
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
困
難
を
極
め
た
に
違
い
な
い
。
李
朝
実
録
成
宗
二
三
（
一
四
九
二
）
年
二
月
一
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
耶
次
郎
は
次
の
よ
う
に
申
し
述
べ
て
い
る
。
我
等
の
前
来
し
て
齎
す
所
の
銅
鉄
の
価
は
、
貴
国
、
我
等
の
言
に
従
い
皆
綿
布
を
以
て
之
に
給
せ
よ
。
今
、
本
国
将
に
寺
刹
を
建
て
ん
と
し
、
助
縁
を
求
請
す
。
今
若
し
欲
す
る
所
を
遂
げ
ず
し
て
帰
れ
ば
、
則
ち
国
王
必
ず
我
を
責
め
て
、
汝
、
必
ず
や
大
国
に
無
礼
に
し
て
、
故
に
願
う
所
を
遂
げ
ず
、
と
曰
い
、
将
に
譴
責
を
加
え
ん
。
我
等
、
寧
ろ
此
に
於
て
自
刎
し
て
死
せ
ん
。
願
わ
く
は
生
路
を
開
か
ん
こ
と
を
（
）、
前
来
し
て
も
た
ら
し
た
銅
鉄
は
、
我
等
の
希
望
通
り
全
て
綿
布
に
代
え
て
給
し
て
欲
し
い
。
琉
球
で
は
現
在
新
寺
院
を
建
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
貴
国
の
助
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
度
の
要
望
を
遂
げ
ず
に
琉
球
へ
戻
れ
ば
、
国
王
は
私
が
朝
鮮
国
に
無
礼
を
は
た
ら
い
た
か
ら
願
い
が
叶
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
私
を
譴
責
す
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
む
し
ろ
こ
の
場
に
お
い
て
自
決
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
ど
う
か
私
の
命
を
助
け
る
と
思
っ
て
願
い
を
聞
き
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
以
上
の
よ
う
に
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
悲
愴
な
決
意
と
言
う
べ
き
か
、
朝
鮮
国
に
脅
し
を
か
け
て
い
る
と
言
う
べ
き
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
思
い
切
っ
た
作
戦
が
功
を
奏
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
耶
次
郎
は
大
蔵
経
不
帙
一
部
で
は
あ
っ
た
が
入
手
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
耶
次
郎
の
申
し
開
き
に
は
大
蔵
経
の
文
言
は
見
え
て
い
な
い
が
、
要
望
の
中
に
は
当
然
大
蔵
経
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
耶
次
郎
の
申
し
開
き
の
文
言
で
更
に
注
目
す
べ
き
は
今
、
本
国
将
に
寺
刹
を
建
て
ん
と
し
、
助
縁
を
求
請
す
と
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
琉
球
国
で
は
今
ま
さ
に
寺
院
を
建
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
寺
院
が
安
国
寺
で
な
い
こ
と
は
、
耶
次
郎
が
も
た
ら
し
た
琉
球
国
王
書
契
に
安
国
寺
は
完
成
済
み
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
耶
次
郎
が
朝
鮮
国
に
来
聘
し
た
の
は
一
四
九
一
年
一
二
月
二
日
で
あ
る
が
、
当
然
、
そ
れ
以
前
か
ら
耶
次
郎
は
琉
球
国
が
新
寺
建
立
に
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
時
期
、
琉
球
国
が
建
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
新
寺
院
と
は
、
も
は
や
こ
れ
こ
そ
が
円
覚
寺
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
も
あ
る
ま
い
。
琉
球
国
側
の
諸
史
料
で
は
円
覚
寺
の
建
立
が
開
始
さ
れ
た
の
は
弘
治
五
（
一
四
九
二
）
年
で
、
当
然
、
そ
の
前
年
ま
で
に
は
円
覚
寺
創
建
の
た
め
の
青
写
真
は
勿
論
の
こ
と
、
建
築
に
必
要
な
資
材
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
中
山
世
譜
が
敢
え
て
弘
治
五
年
条
に
創
二
建
円
覚
寺
一
。（
三
年
而
成
）
と
記
し
た
の
は
、
確
か
な
史
料
に
基
づ
い
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
円
覚
寺
建
立
に
関
す
る
琉
球
国
由
来
記
や
中
山
世
譜
の
記
事
内
容
は
信
頼
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。
六
、
お
わ
り
に
真
喜
志
氏
が
提
起
し
た
円
覚
寺
建
立
一
七
ヶ
年
以
上
と
い
う
見
解
は
、
一
寺
・
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
と
明
信
の
宸
奎
に
記
さ
れ
た
そ
の
寺
号
を
、
安
国
寺
と
解
釈
す
れ
ば
問
題
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
真
喜
志
氏
自
身
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
使
者
が
朝
鮮
国
に
も
た
ら
し
た
琉
球
国
王
書
契
の
記
事
内
容
は
一
貫
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
立
場
か
ら
、
耶
次
郎
持
参
の
書
契
に
留
意
し
て
い
れ
ば
、
円
覚
寺
で
は
な
く
安
国
寺
と
い
う
寺
号
が
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
円
覚
寺
と
い
う
寺
号
が
浮
か
び
上
が
っ
た
背
景
に
は
、
円
覚
寺
を
暗
示
す
る
と
い
う
文
章
や
、
世
祖
一
一
（
一
四
六
五
）
頃
に
創
建
さ
れ
た
と
い
う
朝
鮮
円
覚
寺
に
問
題
関
心
が
強
く
規
定
さ
れ
す
ぎ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
ま
た
、
真
喜
志
氏
の
問
題
提
起
が
な
け
れ
ば
、
安
国
寺
の
創
建
時
期
も
明
ら
か
に
は
出
来
な
か
っ
た
。
従
前
ま
で
は
、
琉
球
国
由
来
記
の
記
述
も
あ
っ
て
、
安
国
寺
は
尚
泰
久
王
時
代
の
創
建
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
李
朝
実
録
の
記
事
内
容
を
信
頼
す
る
限
り
、
安
国
寺
の
創
建
が
尚
円
王
時
代
に
ま
で
降
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
安
国
寺
は
第
二
尚
氏
王
家
が
最
初
に
創
建
し
た
寺
院
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
新
た
に
惹
起
し
て
く
る
問
題
も
あ
る
。
一
つ
は
、
安
国
寺
に
し
て
は
完
成
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
が
あ
ま
り
に
も
長
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
尚
円
王
が
建
立
し
た
と
伝
わ
る
天
王
寺
・
崇
元
寺
・
龍
福
寺
と
の
関
係
で
あ
る
。
龍
福
寺
は
別
と
し
て
も
、
天
王
寺
・
崇
元
寺
の
創
建
時
期
は
明
確
で
は
な
い
。
天
王
寺
に
い
た
っ
て
は
尚
真
王
の
建
立
と
い
う
伝
も
あ
る
。
現
時
点
で
は
推
察
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一
寺
・
大
毘
廬
舎
那
居
住
の
宝
殿
一
宇
や
輪
奐
の
美
は
未
だ
全
功
畢
っ
て
い
な
か
っ
た
伽
藍
、
そ
し
て
未
完
成
で
あ
っ
た
毘
廬
法
宝
殿
は
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
琉
球
国
側
の
事
情
に
よ
っ
て
、
実
は
天
王
寺
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
崇
元
寺
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
蔵
経
入
手
や
交
易
で
の
高
利
益
継
続
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
安
国
寺
を
含
む
三
ヶ
寺
を
意
図
的
に
錯
綜
さ
せ
、
朝
鮮
国
側
に
と
っ
て
理
解
す
る
に
不
鮮
明
な
内
容
の
書
契
を
作
成
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
分
析
に
必
要
な
新
材
料
の
発
見
が
期
待
で
き
な
い
現
状
で
は
、
明
信
の
宸
奎
に
記
さ
れ
た
寺
号
は
安
国
寺
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
〔
註
〕
（
１
）
伊
波
普
猷
古
琉
球
の
政
治
一
九
二
二
年
（
伊
波
普
猷
全
集
第
一
巻
一
九
七
四
年
）。
高
良
倉
吉
琉
球
の
時
代
一
九
八
年
。
（
２
）
拙
稿
沖
縄
宗
教
史
の
研
究
第
一
部
第
二
章
一
九
九
四
年
。
（
３
）
前
註（
１
）
伊
波
普
猷
全
集
第
一
巻
四
三
頁
。
（
４
）
前
註（
２
）。
（
５
）
原
田
禹
雄
訳
注
陳
侃
使
琉
球
録
五
頁
。
（
６
）
琉
球
史
料
叢
書
一
一
八
九
頁
。
（
７
）
琉
球
史
料
叢
書
四
八
八
頁
。
（
８
）
南
島
史
学
第
号
一
九
八
七
年
。
な
お
、
円
覚
寺
建
立
に
つ
い
て
の
真
喜
志
説
引
用
は
い
づ
れ
も
本
論
文
に
拠
っ
て
い
る
の
で
、
以
降
で
は
註
記
を
省
略
す
る
。
（
９
）
上
原
兼
善
琉
球
王
朝
の
歴
史
第
一
・
第
二
尚
氏
の
成
立
と
展
開
（
琉
球
弧
の
世
界
海
と
列
島
文
化
６
二
一
七
・
八
頁
一
九
九
二
年
）。
（
）
平
成
十
一
年
度
沖
縄
県
史
料
調
査
シ
リ
ー
ズ
第
二
集
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
四
集
。
（
）
和
田
久
徳
・
土
肥
祐
子
・
高
瀬
恭
子
李
朝
実
録
の
琉
球
国
史
料
（
訳
註
）（
十
）
（
南
島
史
学
第
号
七
九
頁
）。
（
）
田
中
健
夫
中
世
対
外
関
係
史
一
九
七
五
年
。
村
井
章
介
朝
鮮
に
大
蔵
経
を
求
請
し
た
偽
使
に
つ
い
て
（
田
中
健
夫
編
日
本
前
近
代
の
国
家
と
対
外
関
係
一
九
八
七
年
）・
十
五
十
七
世
紀
の
日
琉
関
係
と
五
山
僧
（
永
原
慶
二
編
中
世
の
発
見
一
九
九
三
年
）。
（
）
和
田
久
徳
琉
球
と
李
氏
朝
鮮
と
の
交
渉
一
五
世
紀
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
海
上
交
易
の
一
環
と
し
て
（
石
井
米
雄
・
辛
島
昇
・
和
田
久
徳
編
東
南
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
的
位
相
一
九
九
二
年
）。
（
）
和
田
久
徳
・
内
田
昌
子
・
真
喜
志
瑤
子
・
高
瀬
恭
子
李
朝
実
録
の
琉
球
国
史
料
（
訳
注
）（
五
）
（
南
島
史
学
第
号
三
九
頁
）。
（
）
右
同
三
四
頁
。
（
）
右
同
三
七
頁
。
（
）
琉
球
史
料
叢
書
一
一
九
五
頁
。
（
）
中
国
・
朝
鮮
の
史
籍
に
お
け
る
日
本
史
料
集
成
李
朝
実
録
之
部
（
三
）
九
七
頁
。
（
）
大
正
新
修
大
蔵
経
第
三
十
七
巻
九
一
頁
。
（
）
右
同
二
四
六
頁
。
（
）
和
田
久
徳
・
高
瀬
恭
子
・
内
田
昌
子
・
真
喜
志
瑤
子
李
朝
実
録
の
琉
球
国
史
料
（
訳
注
）（
三
）
（
南
島
史
学
第
号
六
六
頁
）。
（
）
右
同
六
九
・
七
頁
。
（
）
和
田
久
徳
・
高
瀬
恭
子
李
朝
実
録
の
琉
球
国
史
料
（
訳
注
）（
四
）
（
南
島
史
学
第
号
六
四
・
五
頁
）。
（
）
歴
代
宝
案
訳
注
本
第
二
冊
（
第
一
集
巻
二
三
四
三
）
１
６
。
（
）
球
陽
読
み
下
し
編
一
三
二
頁
。
（
）
前
註（
）
一
八
九
・
一
九
二
頁
。
（
）
原
田
禹
雄
訳
注
琉
球
神
道
記
一
七
頁
。
（
）
和
田
久
徳
・
高
瀬
恭
子
李
朝
実
録
の
琉
球
国
史
料
（
訳
注
）（
七
）
（
南
島
史
学
第
号
八
六
頁
）。
（
）
右
同
八
八
・
九
頁
。
（
）
右
同
九
頁
。
（
）
註（
）
一
九
五
頁
。
（
）
大
里
村
史
資
料
編
二
五
八
二
六
四
頁
。
（
）
右
同
二
五
九
頁
。
（
）
坪
内
良
平
日
本
の
梵
鐘
二
三
八
頁
。
（
）
右
同
。
（
）
和
田
久
徳
・
吹
抜
悠
子
・
真
喜
志
瑤
子
・
高
瀬
恭
子
李
朝
実
録
の
琉
球
国
史
料
（
訳
注
）（
六
）
（
南
島
史
学
第
号
九
頁
）
（
）
前
註（
）。
（
）
前
註（
）。
（
）
拙
稿
古
琉
球
仏
教
史
の
研
究
課
題
（
歴
史
地
名
通
信
第
号
二
一
年
）。
（
）
前
註（
）
二
八
頁
。
（
）
右
同
二
九
頁
。
（
）
前
註（
）。
（
）
和
田
久
徳
・
高
瀬
恭
子
李
朝
実
録
の
琉
球
国
史
料
（
訳
注
）（
八
）
（
南
島
史
学
第
号
六
頁
）。
（
）
前
註（
）。
